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区分

年別 （件） 重 傷 軽 傷 無事救助

平成 23 年 39 45 26 0 0 1 18

平成 22 年 56 64 30 0 0 3 31

増 減 -17 -19 -4 ±0 ±0 -2 -13

発生件数
救出救助

行方不明死 亡

事故者数（人）

第１ 水難事故の発生状況

１ 概 況

［平成２３年中の岐阜県内における水難事故の発生状況］

発生３９件（前年比－１７件）、事故者４５人（前年比－１９人）

［事故者の内訳］

・ 死 亡 ２６人（前年比－ ４人）

・ 行方不明 ０人（前年比± ０人）

・ 負 傷 １人（前年比－ ２人）

・ 無事救助 １８人（前年比－１３人）

［主な特徴］

○ 平成２１年、２２年と増加傾向であったが、平成２３年は減少

○ 全体の８９．７％（３５件）が河川で発生し、そのうち３４．３％（１２件）

が長良川で発生

○ 全体の６４．１％（２５件）が６月～８月の夏期に集中

○ 魚釣り・魚取り中の事故が多発（１４件）

○ ２０歳代の事故が多発（１７件）

[水難事故の発生状況（前年比）]

救命浮環投てき訓練の様子
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２ 過去１０年間の発生状況
増加傾向であったが、平成２３年は減少に転じた。

[過去１０年間の水難事故発生状況]

区分 発生件数

年別 （件） 死亡 行方不明 救出救助

平成１４年 33 37 20 17

平成１５年 31 36 18 18

平成１６年 28 29 12 1 16

平成１７年 35 54 22 1 31

平成１８年 41 44 26 18

平成１９年 32 36 19 1 16

平成２０年 35 39 21 18

平成２１年 43 58 21 1 36

平成２２年 56 64 30 34

平成２３年 39 45 26 19

事故者数（人）
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３ 月別発生状況
６月～８月に全体の６４．１％に当たる２５件（前年比－１４件）が発生した。

特に、７月～８月には２２件（前年比－１４件）の発生があり、１２人（前年比

－６人）が死亡している。

[月別発生状況]

区分

月別 （件） 重傷 軽傷 無事救助

１月 1 1 1

２月 3 3 3

３月 2 2 2

４月 0 0

５月 2 2 2

６月 3 4 2 2

７月 8 8 4 1 3

８月 14 19 8 11

９月 3 3 1 2

１０月 2 2 2

１１月 1 1 1

１２月 0 0

合計 39 45 26 0 0 1 18

事故者数（人）

救出救助
行方不明死亡

発生件数
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（件） 重傷 軽傷 無事救助

35 41 22 0 0 1 18

長 良 川 12 12 8 1 3

揖 斐 川 0 0

木 曽 川 4 5 3 2

板 取 川 3 3 3

上 村 川 2 7 7

杭 瀬 川 2 2 2

吉 田 川 2 2 1 1

付 知 川 2 2 1 1

根 尾 川 1 1 1

三 水 川 1 1 1

水 門 川 1 1 1

新荒田川 1 1 1

阿 木 川 1 1 1

飛 騨 川 1 1 1

濁 河 川 1 1 1

白 川 1 1 1

2 2 2

2 2 2

39 45 26 0 0 1 18合 計

河 川

発生件数

用 水 路

池

区分

場所別
行方不明死亡

事故者数（人）

救出救助
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４ 場所別発生状況
河川での事故が最も多く、全体の８９．７％に当たる３５件（前年比－１５件）

が発生した。河川での事故者数の内訳は、死亡２２人（前年比－３人）、行方不明０

人（前年比±０人）、救出救助１９人（前年比－１４人）であった。

河川別では、長良川での発生が１２件（前年比－６件）と最も多く、同河川の事

故者数の内訳は、死亡８人（前年比－２人）、行方不明０人（前年比±０人）、救出救

助４人（前年比－８人）であった。

[場所別発生状況]



- 5 -

0

2

4

6

8

10

12

14

16

魚釣り・取り 水遊び 通行中 水泳中 ボート遊び その他

（人）

死亡

行方不明

重傷

軽傷

無事救助

0

2

4

6

8

10

12

14

16

魚釣り・取り 水遊び 通行中 水泳中 ボート遊び その他

(件) (人)

死亡

行方不明

重傷

軽傷

無事救助

発生件数

５ 態様別発生状況
魚釣り、魚取り中の事故が最も多く、全体の３５．９％に当たる１４件（前年比

－２件）が発生した。次いで、水遊び中の事故が９件（前年比＋１件）発生した。

[態様別発生状況]

（注）その他は、陸上で遊戯中、作業中の落水 など

区分

態様別 （件） 重傷 軽傷 無事救助

魚釣り(取り) 14 14 11 3

水遊び 9 14 4 10

通行中 4 4 4

水泳中 4 4 1 1 2

ボート遊び 3 4 1 3

その他 5 5 5

合計 39 45 26 0 0 1 18

発生件数
事故者数（人）

救出救助
行方不明死亡
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６ 曜日別発生状況 [曜日別発生状況]

日曜日の発生が１４件と最も多く、

全体の３５．９％を占めている。ま

た 、週末(金曜日、土曜日、日曜日)

の事故は１９件で、全体の４８．７

％を占めている。

７ 原因別発生状況
遊泳時や魚釣り中に急流に流されたり、深みにはまるという事故が２３件（前年

比±０件）発生した。なお、その他の事故は、増水で中洲に取り残される、原因が

不明などで４件発生した。

[原因別発生状況]

区分

原因別 （件） 重傷 軽傷 無事救助

急流に流され 17 18 9 1 8

転落・転倒 12 12 12

深みにはまり 6 6 3 3

その他 4 9 2 7

合計 39 45 26 0 0 1 18

発生件数
事故者数（人）

救出救助
行方不明死亡
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８ 年齢別発生状況
２０歳～２９歳の事故が１７人（前年比－３人）と最も多く、次いで７０歳以上

上が９人（前年比－３人）、６０～６９歳以下が７人（前年比±０人）となっている。

[年齢別発生状況]

重傷 軽傷 無事救助

2 2

2 2

17 4 1 12

2 1 1

1 1

4 3 1

7 6 1

9 8 1

1 1

45 26 1 18
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合 計
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事故者数（人）
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９ 子ども（中学生以下）の水難事故発生状況
子どもの事故は、発生が２件（前年比－５件）、事故者数が２人（前年比－８人）

であった。

[子どもの態様別水難事故発生状況]

（注）その他は、陸上で遊戯中の落水

[子どもの過去１０年間の水難事故発生状況]

区分 発生件数

年別 （件） 死亡 行方不明 救出救助

平成14年 9 9 3 6

平成15年 5 9 1 8

平成16年 8 8 2 6

平成17年 5 6 2 4

平成18年 5 5 3 2

平成19年 5 8 8

平成20年 4 4 1 3

平成21年 10 16 2 14

平成22年 7 10 2 8

平成23年 2 2 2

事故者数（人）

区分

態様別 死亡 行方不明 救出救助

1 1 1

1 1 1

2 2 2

発生件数
（件）

事故者数（人）

合 計

そ の 他

水 遊 び
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区分 発生件数

年別 （件） 死亡 行方不明 救出救助

平成14年 5 5 4 1

平成15年 7 7 6 1

平成16年 6 6 3 3

平成17年 5 6 4 2

平成18年 3 3 2 1

平成19年 6 6 5 1

平成20年 7 7 6 1

平成21年 7 7 6 1

平成22年 16 16 13 3

平成23年 13 13 11 2

事故者数（人）
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10 高齢者の水難事故発生状況
高齢者（６５歳以上）の事故は、発生が１３件（前年比－３件）、事故者数が１３

人（前年比－３人）であった。なお、事故者数の内訳は死亡１１人（前年比－２人）、

救出救助２人（前年比－１人）であった。

[高齢者の過去１０年間の水難事故発生状況]



- 10 -

11 居住地別事故者数
事故者のうち、愛知県居住者が２２人（前年比－４人）と最も多く、次いで岐阜

県居住者が１８人（前年比－１６人）であった。

そのほかは、埼玉県、長野県、静岡県、石川県、不明が１人ずつであった。

[居住地別事故者数]

第２ 水難救助活動の状況

１ 出動状況
水難救助活動に、警察官が延べ５０３人、消防署（団）員が延べ９４１人出動し

た。また、県警ヘリコプターと県防災ヘリコプターが、１８件の事故に対し延べ２２

回、警察・消防等の舟艇が、１３件の事故に対し延べ２３回出動した。

区分

県別 重傷 軽傷 無事救助

埼 玉 県 1 1

長 野 県 1 1

静 岡 県 1 1

石 川 県 1 1

岐 阜 県 18 11 1 6

愛 知 県 22 10 12

不 明 1 1

合 計 45 26 0 0 1 18

事故者数（人）

死亡 行方不明

救出救助

区 分

年 別 警 察 官 消 防 件 数 回 数 件 数 回 数

平 成 23 年 39 503 941 18 22 13 23

平 成 22 年 56 839 1225 17 26 21 73

増 減 -17 -336 -284 +1 -4 -8 -50

ヘ リ 出 動 舟 艇 出 動出 動 状 況（人）発 生 件 数

（件）
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２ 救助事例

日 時 場 所 状 況

７月１０日 郡上市内 事故者（男性１名）が、流された飼い犬を追

って川に入り、急流に流され中洲にたどり着い

（日） 吉田川 たものの、自力で岸に戻れなくなったため、騒ぎ

を聞いた付近住人がロープを使用して救助した。

９月 １日 加茂郡内 魚釣り中の事故者（男性１名）が、急流に流

された後、岩にしがみつき助けを求めたため、

（木） 白 川 付近で釣りをしていた男性が、急流に入りなが

ら釣り竿を差し出し、岸に引き上げ救助した。

（注） 水難事故発生時には、人工呼吸を一刻も早く実施することが、蘇生する確

率を向上させる。

３ 水難救助訓練実施状況
県内には、長良川、木曽川、揖斐川の三

大河川をはじめ、ため池や農業用水などが

数多く点在している。こうした場所を管轄

する各警察署では、水難事故に対して迅速

的確な救助活動を行うため、警察署独自、

または消防機関や防災航空隊、警察航空隊

と合同で水難救助訓練を実施している。

救急法講習（山県警察署） 防災航空隊との合同訓練（揖斐警察署）
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４ 小型船舶操縦士の養成
警察における舟艇操縦資格者の拡大を図るため、

水難救助用の小型船舶が配備されている警察署や

事故者の捜索等に当たる機動隊の警察官を対象に

「二級小型船舶操縦士免許講習」を受講させている。

小型船舶の船外機操法

第３ その他

１ 水上バイク等の事故防止対策
レジャーの多様化、アウトドアスポーツの普及により、河川の利用環境は変化し

てきており、遊泳者や釣り人等の第三者を巻き込んだレジャー事故の発生を防止す

るため、関係機関・団体と連携し、広報啓発用看板の設置や河川パトロールを実施

するなどの活動を推進している。

なお、平成２３年中、県下における水上バイク等による事故の発生はなかった。

[過去の水上バイク等の事故発生状況]

区分 発生件数 事故者数（人）

年別 （件） 死亡 負傷 救出救助 合 計

平成１９年 １ １ １ ２

平成２０年 ３ ２ ５ ７

平成２１年 ２ １ １

平成２２年 ０

平成２３年 ０
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２ 水難事故防止広報活動
○ 県下の警察署では、６月～８月の夏期に、関係機関と連携し、河川などの危険箇

所に対する安全点検やパトロールを行い、遊泳者、水上バイク利用者、釣り人など

に対する事故防止広報や安全指導を行った。また、交番・駐在所が発行するミニ広

報紙や、テレビ、ラジオなどのメディアを利用した広報啓発活動を展開した。

○ 関警察署では、自治体発行の

広報紙に水難事故防止記事を寄

稿したり、パトカーで水難事故

防止を呼びかけるパトロールを

実施した。

また、漁業協同組合の組合員

を河川安全パトロール隊に任命

し、県土木事務所や市役所の職

員らとともに、水上バイク利用

者に対する重点事故防止広報を

実施したり、管内の水難事故多

発場所で、河川利用者に対し水

難事故防止チラシを直接手渡し

て啓発活動を行った。

関警察署が配布したチラシ

○ 加茂警察署では、７月２３日、２４日、

３１日の３日間にわたり、行政や消防関係

者と合同で、飛騨川沿いのキャンプ場など

をパトロールし、河川利用者に対し水難事

故防止チラシを直接手渡して、遊泳時の水

難事故防止を呼びかけた。

河川利用者に直接広報
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○ 加茂警察署では、管内

４町村にある保育園、小

学校、中学校の教職員や

児童生徒に対し、夏休み

中の水難事故防止のため

遊泳時の注意事項を分か

りやすく記載したチラシ

を配布して、広報啓発活

動を実施した。

加茂警察署が配布したチラシ

○ 郡上警察署では、漁業協同組合の組合員や行政、消防関係者などと合同で、多く

の釣り人が訪れる時期に合わせ河川のパトロールを強化し、河川利用者に対し安全

広報ポケットティッシュを直接配布して、事故防止を呼びかけた。

安全広報ポケットティッシュ 事故防止啓発活動の様子




